
■研究のきっかけ
　大学の学部３回生のときに、沖縄

県の宮古島の方言データを分析する

授業があり、同じ日本国内なのに、

共通語と大きく異なる言語が話され

ていることに衝撃を受けました。そ

の授業がきっかけで、鹿児島県の奄

美群島から沖縄県にかけて話されて

いる琉球（諸）語に興味を持ちました。

■研究対象・方法
　鹿児島県の喜界島の伝統的な方言

についてフィールドワークによる調

査・研究を行っています。喜界島の

方言は、文字化した資料などの先行

研究が少なく、まず言語の全体的な

特徴をつかむことから始めました。

　喜界島の人たちは、６０歳代以上の

人しか伝統的な方言を話しませんが、

その人たちも共通語と使い分けて話

しています。そのため、聞き取り調査

では、できるだけ普段通りの方言で

話してもらうよう心掛け、聞き取っ

た言葉に対しては、一つずつ「なんと

言っていますか？」「意味は何です

か？」と確認しながら一語一語ていね

いに収集・記録していきました。

　言語を記録していくには、語彙（語

形と意味・用法）、文法（言語の仕組み、

法則）、テキスト（自然な会話の資料

などを文字化したもの）の３つの柱が

大切です。そのことを念頭に入れな

がら調査を進めてきました。自分で

教科書を書きながら語学を勉強して

いるようで大変でしたが、母語話者

が無意識に使っている言葉に、法則

を見つけ出す瞬間があり、興味深い

経験ができました。

■研究の成果
　喜界島は人口約６８００人、面積は約

５７平方㌔の小さな島です。それでも

北部と南部の集落では、言い表し方

やイントネーション、母音の使い分

けに違いがあります。例えば、一人称

複数形の「私たち」について、北部の

集落では、会話に出てきた人物と話

し手をまとめて一つのグループとし

て会話に導入するための「アリワー

キャ」という表現が見られます。ま

た、北部と南部では、疑問文末のイン

トネーションに違いが見られます。

集落間の交流が少ないと、言葉が集

落ごとに独自に変化することが示唆

されます。

■言語研究の意義とこれから
　現在、世界で消滅の危機に瀕して

いる言語は、日本のアイヌ語や、私

が研究している琉球列島の言語を含

めて２５００あると言われています。

そうした言語・方言の研究は、失わ

れつつある人類の言語文化の多様性

を記録保存する意味で、大きな社会

的役割を担っていると思っています。

　言語の消滅を防ぐためには、継承

も大切になります。喜界島では、方

言を聞いて分かる世代は主に４０代以

上で、３０代以下になると、理解でき

ない人が増えています。研究の成果

を公民館の方言講座などで、地域に

還元できれば、と願っています。
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